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241 （）擶 碗翻 惣 9◎sas リパ ー ゼ を用 い た 選択的 エ ス テ ル 化 に よ る共役 リノ
ー

ル 酸異性体の 分画 と濃縮
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【目的薫共役 リノ ー
ル 酸 （OしA）ぱ 体脂肪低減柞 嗣や 抗癌作 用な ど を保持 し、医薬品

や健康食晶 と して 期待 され て い る 。 サ フ rラワ
ー油 を異性牝 して 得 られ るOし《は 、 主

に cris9，　frffnsf　fi（◎9，
腫 ）−o廴A と t｛a

，
　c12 −CLA 異牲体 をそれ ぞれ 紬 33 繍 ％ ずつ 含

む混 合物で ある 。 そ こ で 、（論罐 〜伽 摺 欝 瀚 の リパ ーゼ を嗣い た CLA の 選択的ヱ ス テ

ル 化 に よ り 、 雨 異性体の 分画 と濃縮を行 っ た 。

【方 法及び結果】妙 フ ラ ワ
ー油由来CLA ／ラ ウ リル ア ル 嚠

一
ル 混合液（

’
：｛

，
moi ／rn   1）

を O 觚 欝 鑓 の 1丿パ ー一ゼで エ ス ラ ル 化 させ ると、c9 ，　ftff　−Ci−A が tlC，　ct2 。（）凶 よ

りも優 先的 に エ ス テ ル 化 され た 。
エ ス テ ル 化率約 5  ％   反応潺液を分子 蒸留 した結

果 、 ftG  ，
　C12 −CL．A を多 く含む脂 紡酸画 分 と 、

　 c9
，
　tli−CL−A を多 く含 む エ ス 予

’
ル 画命

に分 画で きた。両画 分 をさ らに 酵素反応 、分子 蒸 留 、 およ び尿 素包 括する こ とに よ

り 、 穏O
，
酬 2−CLA と C9

，
　M −CLA の 重量 比が それ ぞれ 95 ：5 お よび 4 ：黝 に まで 濃

縮 で きた 。
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【目的 】

固 定化 Cdindi
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dα ar．ta 、

・ci
’tea リパ ー ゼ を用 い た

マ グ ロ 油 由来 廃脂 肪 酸 の バ イ オ デ ィ
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マ グ ロ 油 を Candt／da “ugosa リパ ー ゼで 選 択的加水分解 する と 、 ドコ サ

ヘ キサ エ ン 酸 を グ リセ リ ド画分 に 濃縮 で きる 。 こ の 加 水 分解 に よ っ て 生成 した遊

離脂肪酸 は産業廃 棄物 と して 処理 され て い る が 、
こ れ をメ チル エ ス テ ル に 変換 す

れ ば 、
バ イ オデ ノ

ー ゼ ル 燃 料 と して 樽 資源 化 で きる 。 そ こ で 酵 素 を触 媒 と して 照

い 新 た な廃 棄 物 を出 さ ず に 、 マ グ ロ 油 由 来の 廃詣肪酸 を メ チ ル エ ス テ ル 化 す る反

応 系の 構築 を検討 した 。

藪方法 と結 果 Σ　 廃 脂 肪 酸 とメ タ ノ
ー

ル の 混 掖 に 固定 化 Cana5
’
dO　antarctica リパ

ーゼ を 05 “
・t°

／。加 え、 30 ℃ で 24 時間振盪 しな が ら反応 した 。 廃脂 肪 酸 に 対 して

等 モ ル の メ タ ノ ー ル を加 えて 反 応 した とき 、 85％の 変換 率 しか得 られ な か っ たが、

メ タ ノ
ー

ル を 2mol 当量 加 え る と二変換 率 は 95％ まで 土 昇 した 。 同 じ酵素 を用 い 24

時聞毎 に 反 応液 を新 しい 基 質 と交 換 しな が ら反 応 を繰 り返 した結果 、 20 日間 95％

の 変 換 率 を維持 した 。 ま た酵素 量 を i・Wt°

／e に 増 や した とき、 35 日以 一kエ ス テ ル 化

率 の 顕著な 低下 は 認 め られ な か っ た 。
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